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論文内容の要旨
本論文で提示する層流境界層の近似計算法は、流れU (x)=C .Xffi に関する境界層方程式厳密解を















全てのガスに適用可能である。さらに、後者は、 stagna tion flow および flat plate flow に対し厳
密解を与え、これより、任意物体の加速域に関しでもかなり厳密解に近い解を与えることが推察され
る。たゾし、厳密には、運動量方程式あるいは熱流動方程式を用いた。
Pohlhausen、 Tani 、 Kroujiline その他の近似計算法と同様、その近似の程度を議論することは不可能
である。
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流れ U(x) =Co-Cn' xn に関する境界層方程式厳密解をその基礎とする近似計算法は、任意物体
のまわりの流れを、しかるべきパラメータを介して流れ U(x) =Co-Cn- x n に対応させる方法であ
り、減速域層流速度境界層に関する Howarth の方法を一般化して、層流はがれ点までの精度をより
向上させうる点にその特色がある。なお、この一般化による利点、は、換言して、次のように言うこ
ô~ dU ともできる。パラメータ Ki=17 ・亙ただし Ôi=速度境界層の運動量厚さ γ=流体の動粘性係数
は、物理的に解釈すれば、打ち克つべき圧力上昇と粘性による表面摩擦との比を表わしており、こ
れは、一般に、層流はがれ点で一定の値をとるとは限らない。しかるに、今までに提唱された Pohl­




いは Curle -S tra tford の方法と比べても、簡便さわよび精度の点、でかなりすぐれた解法と言える。
論文の審査結果の要旨
本論文では、一般の物体まわりの速度および温度の層流境界層に対して三つの近似計算法が提示さ
れ、これらを組合せることにより、岐点より剥離点までの境界層全域が、手軽に計算でき、 しかもそ
の結果は Pohlhausen 、谷等の案出による手間のかかる近似法と殆んど変らない結果が得られるという
特徴をもっている。先ず岐点より始まる加速域に対しては、模形まわりの境界層の厳密解を利用する
方法を二つ提案し、減速域については拡大管に沿った境界層の厳密解を利用する方法を提出している。
特に減速域に対する解法は、これまでの大部分の解法では圧力上昇と粘性による表面摩擦との比が、
物体の形状に関係なく一定となる欠点をもっていたが、本方法は物体形状によりこの比が変化する事
を繰り入れた方法である。このように、本研究は速度および温度の層流境界層の解法について、大き
な貢献を与えるものである。
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